
17 広報つるおか　2016 . 2

■
ま
か
せ
て
会
員
は
次
の
よ
う
な
方
で
す

　

子
育
て
経
験
を
生
か
し
た
い
方
、
子

育
て
家
庭
を
応
援
し
た
い
方
等
が
会
員

登
録
し
て
い
ま
す
。

▼
ま
か
せ
て
会
員
募
集
中　

子
供
が
好

き
な
方
で
あ
れ
ば
、
ど
な
た
で
も
登
録

で
き
ま
す
（
子
育
て
や
救
急
救
命
等
に

関
す
る
講
座
の
受
講
が
必
要
で
す
）

■
利
用
料
金　

１
時
間
当
た
り
６
０
０

円
～
８
０
０
円
（
利
用
日
時
に
よ
っ
て

異
な
り
ま
す
。
ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い

て
は
助
成
制
度
あ
り
）

■
利
用
の
流
れ

①
会
員
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録　

急
病
や
急
用
等
の
場
合

に
備
え
て
登
録
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す

②
ま
か
せ
て
会
員
と
顔
合
わ
せ　

条
件

の
合
う
ま
か
せ
て
会
員
を
紹
介
し
ま
す

③
預
か
り
等
の
申
込
み　

電
話
等
で
希

望
日
時
を
お
知
ら
せ
く
だ
さ
い
。
預
か

り
等
が
可
能
か
確
認
し
ま
す

④
預
か
り
等　

原
則
と
し
て
、
預
か
る

場
所
は
ま
か
せ
て
会
員
の
自
宅
で
す

⑤
利
用
料
金
の
支
払
い　

預
か
り
等
の

後
に
、
直
接
ま
か
せ
て
会
員
へ
お
支
払

い
く
だ
さ
い

■
利
用
申
込
み　

子
ど
も
家
庭
支
援
セ

ン
タ
ー
（
に
こ
♥

ふ
る
）
内
「
フ
ァ
ミ

リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
」
事
務

局
☎
25
‐
２
７
４
１

　

も
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困
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こ
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が
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っ
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ら
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鶴岡の風物や人々の暮らしについて、昔の写真と今の姿を比較しながら、その歴史をひもときます。

つるおかの今昔写真で見る
隔月連載

▲図書館としての晩年（昭和50年代後半） ▲現在

第１回 昨年、開館から100年を迎えた

　大宝館は、大正天皇の即位を記念して建設され、大
正４年11月10日に開館しました。中央の赤いドーム
が特徴的な擬洋風建築で、昭和56年に本市の有形文
化財に登録されています。開館当初は１階が図書館と
物産陳列場、２階が大小の集会場と食堂として使用さ
れていました。
　白壁の装いが美しい大宝館ですが、第二次世界大戦
末期の20年、空襲を避けるために黒く塗装されたと
いう逸話があります。写真が残っていないため、今で
は黒い外観を想像することしかできませんが、当時、
いかにその白い姿が目立つ存在であったかをうかが
い知ることができます。終戦から４年後の24年９月、
再び白く塗り直され、今のような姿に戻りました。

　その後、26年に全館が図書館として使用されるこ
ととなり、市内家中新町に現在の図書館本館が完成す
る60年まで、34年間にわたって多くの人々に親しまれ
ました。図書館機能移転後は、建設されてから70年
ほど経過していたこともあり、施設の老朽化が著しく
一時閉館。全面的な保存修理が行われ、63年４月に「郷
土ゆかりの人物資料館」として再び開館し、市民や観
光客を迎え入れています。
　鶴岡公園のシンボルの一つでもある大宝館。その優
雅なたたずまいは、開館から100年がたった今も色あ
せることなく、四季の移ろいに調和した美しさで行き
交う人々の目を楽しませてくれています。

■問合せ／郷土資料館☎25‐2525

大 宝 館


